


















































































































































































































































































M 5．709 5．127 2，268‡ISD 1．569 1．982
M 5．345 5．273 O．341SSD 1．771 1．543
M 4．364 4．327 O．192G SD 1．852 1．888





M 5．896 5．833 O．231ISD 1．212 1．736
M 5．667 5．521 0．541S SD 1．389 11568
M 4．833 4．896 O．239G SD 1．807 1．828







M 5，667 5．472 O，756ISD 1．780 1．992
M 5．417 4．972 1．639SSD 1．816 1．993
M 4．111 3．889 O．903G SD 1．868 2．038





























M 5．706 5．647 O．206ISD 1．672 1．594
M 5．706 5．353 1．345SSD 1．376 1．667
M 4，510・ 4．353 O．663G SD 1．954 1．758


























LS群 O，420L群 2 6，5004．950
H群 11 7．0002．530






















N M SD t値
H群 14 6．2861．590LI群 ！．440L群 8 4．5003．295
H群 ！7 6．9412．221LS群 O．240L群 4 7．2502．754
H群 11 7．3642．336MI群 1．141L群 7 5．8573．288
H群 15 7．3332．059
MS群 0．195L群 11 7．1821．779
H群 57 6．9652．052
計 1．362
L群 30 6．1672．842
正答数および前処置2のL　I群とM　I群の正答数
を2倍した．すなわち，全群とも正答合計得点を
30点として，4群問の比較多行った．
　表10は，そのようにして得られた平均と標準偏
差を示したものである．4群問で分散分析した結
果，有意な差のある傾向を示した（F（3，183）・
2，408，力＜O．10）．次に，各群相互の差を検討するた
めにt検定した結果を示したのが表11である．L
I群とLS群の間に有意な差がみられた．また，
LS群とMS群の間に有意な差のある傾向がみら
れた．それ以外に有意差およびその傾向はみられ
ない．
表10各群の全解答数
N M SD
LI群52 19．8665．204
LS群48 22，6044．429
MI群36 20，9175．727
MS群51 20．8825．063
表11全解答数の群問比較
比較
t値
LI－LS
2．963
LI－MI
O．884
L1－MS
O．936
LS－M1
1．504
LS－MS
1，840f
MI－MS
O．531
＊＊力＜O．Oユ．　†カくO．10．
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学習性無力感に関する研究
　このことは，筆者の仮定した前処置とテスト課
題間への異種の不快刺激（解決不可能課題）の挿
入の効果はみられず，むしろ異種の快刺激（解決
可能刺激）の挿入の効果が大きいことを示すもの
である．しかし，ここでは，同種の快刺激への効
果がないことの理由は説明されない．
　表12は，4群の随伴陸の主観的判断について平
均と標準偏差を示したものである．分散分析の結
果，群聞に有意な差がみられた（F（3，186）・
7，416，ヵ＜O．O01）．そこで，LI群とLS群，MI
群とMS群でt検定を行ったところ，前者でLS
群がLI群より有意に高い傾向（t・1，761，df・
101，力＜、10）が，後者ではMS群がMI群より有意
に高い（t・3，266，df三85，力＜．01）結果が得られた．
また，課題の影響を検討するため，L　I群とM　I’
群，LS群とMS群でt検定を行った．その結果，
前者に有意差がみられ（t・3，164，df三89，力
＜0．05），後者にはみられなかった．これらのこと
は，主観的にも異種の快刺激（解決可能課題）を
挿入することが無力感を減少させるのに有効であ
ることを示すものと言える．
表12各群における随伴性の主観的
　　　判断
N M SD
LI群55 6．2732．760
LS群48 7．1252．204
MI群36 4．6112．138
MS群51 6．3602．423
計 1906．1962．565
要　　　約
　前処置とテスト課題の問に同種または異種の課
題を挿入した際のテスト課題の成績および帰属の
変化，コントロール感の変化，および随伴性の認
識について検討する事を目的とした．実験は，3つ
のセッションからなっている．第1セッションで
は，190名の大学生に前処置として50％しか解答で
きない数的処理課題を行わせた．その後第2セッ
ションでは，被験者を4群に分け別々の課題を与
える．L　I群は，10個のアナグラムで
そのうち半分は解答不能である．L　S群は，10個
の解答可能なアナグラムを与える．M　I群は，10
個の数的処理課題で，そのうち半分は解答不能で
ある．MS群は，10個の解答可能な数的処理課題
であった．その後第3セッションとして，全群に
対してテスト課題として解答可能な数的処理課題
10問与える．第1セッションと第2セッション，
第2セッションと第3セッションの間に帰属スタ
イル尺度（AS　Q）を実施し，実験終了後に随伴
性の認識について聞いた．
主な緒果は，以下の通りである．
（1〕挿入課題で数的処理を行った群は，アナグラ
ムを行った群より高得点である．とりわけ，解決
可能な数的処理課題は，テスト課題での成績がよ
い．
（2〕挿入課題で解決可能なアナグラムを行うと課
題全体の成績がよくなる．
（3）解決不可能なアナグラム課題を与えられると
帰属スタイルは，内的統制得点が低くなる．それ
以外は大きな変化はない．
（4〕解決不可能なアナグラムと数的処理課題が与
えられるとコントロール感が減少する．
（5〕随伴性の認識は，解決可能なアナグラム課題
が与えられたとき最も強くなる．
これらのことは，学習倖無力感解消には，テスト
課題と同種の解決可能課題を与えることだけが有
効なのではなく，異種の解決可能な課題を与える
ことも有効であることを示唆するものである．
　　　　　　　引用・参考文献
1）Abramson，L．Y．，Seligman，M．E．P．and
　　Teasdale，J．D．Leamed　Help1essness：Cri－
　　tique　and　Reformation．∫o〃閉α1〆λ肋o作
　　舳1P眺加1o馴，1978，87，1，49－74
2）Abramson，L．Y．，Al1oy，L．B．andMetals－
　　ky，G．I．The　Cognitive　Diathesis－Stress
　　Theories　of　Depression：Toward　a　Ade－
　　quate　EvaIuation　of　the　Theories’Validity．
3）Alloy，　L．B．（Ed）Cognitive　Process　in
　　Depression，The　Guilford　Press，1988，3－30．
4）Dweck，C．Motivational　process　affecting
　　1earning．　一4吻θγたα〃　・P靱6〃ologゐま，41，1040一
一40一
早稲田大学人問科学研究
　　1048．
5）Goodhart，D．E∴The　effects　of　positive
　　and　negative　thinking　on　performance　in　an
　　achievement　situation．力〃〃α1ゲ肋術o〃一
　　α物α〃S06〃的6ゐolo馴，51（1〕，117－
　　124．1986．
6）青柳肇・高島直子，学習性無力感に関する研
　　究一その4，達成場面での肯定的・否定的感
　　情喚起が遂行に及ぽす効果一早稲田大学人間
　　科学研究　1巻1号15－21．1988．
7）青柳肇・細田一秋，学習性無力感に関する研
　　究一その9，解決不可能課題遂行後の快・不
　　快刺激の提示が後続の課題遂行に及ぼす効果
第7巻第1号1994年
　　一早稲田大学人間科学研究　5巻1号　65－
　　70．　1992．
8）Seligman，M．E．P．肋〃θ∫∫舳∫∫：0〃6物ε∫一
　　∫｛o〃，伽21o肋θ〃α〃伽肋．W．H．Free－
　　man：San　Francisco．1975．
g）Wortman，C．B．and　Brehm，J．W．，
　　Response　to　mcontrollable　outcome：An
　　integration　of　reactance　theory　and　the
　　learned　he1plessness　mode1．In　Berkowitz
　　（Ed．）λ6砂αη62∫肋8功2ガ刎θ勿加1∫06加1力砂・
　　6ゐo’o馴（γo1．8）．New　York：Academic
　　Press，1975．
一41一
